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新刊紹介

ベレステンコ， L. P. 1980. ピヨトル大帝湾の海藻(nepeCTeHKo，凡 n.BO.llOpOCJIH 3aJIHBa neTpa BeJIHKOrO 

<HaYKa) JIeHHHrpaん 1980)，232頁， 404図， (日本での購入価格は約4，500円)

本誌 27(2) : 104， 28 (1) : 28でも紹介したようにソ連科学アカデミー・コマロフ植物研究所(レニングラード)

の海藻学研究室では最近極東地方の海藻の分類にカを注いでおり， ピノグラドーヴア博士による緑藻の著書に続

き，今回，ベレステンコ博士によるピヨトル大帝湾の海藻と題する著書が刊行された。

ピヨトノレ大帝湾はウラジオストックを中心にいくつかの湾を含む広い海域で， その地理的位置からみて， ソ連

邦日本海沿岸の海藻を知る上で重要な地域であり， また海洋生物の研究所を設けられていることなどから従来よ

りよく調査されてきた沿岸でもある。 また，同時に，舟橋 (1966，本誌 14:127-145)によって述べられたよう

に日本の海藻フロラとの共通性も大きいことなどから，本書は我々にとっても重要な資料となろう。

この仕事は主として1965年著者自身の調査採集， 1965， 1966年に動物研究所が行ったウラジオストック南方の

ポシエタ湾での調査で持帰った標本， E. S. Zinova等による1920-30年代の採集品などによって行われている。

内容は分類と日本海沿岸の航生概要の項に分れているが力点は分類におかれている。まず，分類の項では紅藻，

褐藻，緑藻の順で計65科， 161属， 225種について記載し巻末に図を与えている。 この中で次の8新種 1新品種

が記載された。紅藻5種 (Porphyrainaequicrassa， Hollenbergia asiatica， Tokidaea hirta， Rhodomela 

munita， Laurencia saitoi)，褐藻2種 (Climacosorusμcificus， Ralfsia longicellularis)，緑藻1品種 (En・

teromorPha clathrata subsp. asitatica f. leptoclada)。沿岸植生の項は日本海沿岸の潮間帯，亜潮間帯の主要

な帯状分布を中心に次の6細目に分けて述べている。 1.潮間帯の帯状分布， 2.ピヨトル大帝湾潮間帯の海藻群落

と分布， 3.ポシエタ湾潮間帯の海藻群落， 4・亜潮間帯の帯状分布， 5.ピヨトル大帝湾の亜潮間帯海藻群落と分布，

6.ポシエタ湾の亜潮間帯海藻群落。 これら亜潮間帯海藻群落ではアマモ， スガそなどの海産植物の群落について

も詳述されている。 ソ連の研究報告には地図が入っていないものが多いが， 本書もその例に洩れず一葉の地図も

入っていない。我々外国人にとってはこの点が著しく不便である。(小樽商大 山田家正)




